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る。これら証例について渡辺（1997）8 では，確認できる数として 891 例，その中で出典
名が特定できる証例は 873 例存し，出典名が明記された証例中，最も多いのは万葉集 250 例，






































たく 万葉に多気ばぬれ多香根バ長き （上 21 オ 11）
『古事記伝』


























































06. あがく　　新撰字鏡に踠阿加久とあり （上 17 ウ）
07. すみやく　新撰字鏡に 悍惶遽也於地加志古彌須彌也久 （上 20 ウ）
また「新撰字鏡」とは別に出典名を「字鏡」とする証例が 25 例存する。以下に全てを掲げる。
< 加行四段 >
08. なへぐ　　字鏡に ﾊ足奈戸久馬 （上 21 ウ）
09. まじろく　字鏡に暄ﾊ目數動貌萬志呂久とあり （上 22 ウ）
10. ゑなぐ　　字鏡に ﾊ出氣息心呻吟也惠奈久 （上 23 ウ）
< 左行四段 >
11. おびやす　字鏡に愶又 於比也須とある 16 （上 34 ウ）
12. てらはす　字鏡に衒天良波須とあり （上 38 オ）
13. よこす　　字鏡に讒與己須 （上 40 オ）
< 多行中二段 >
14. しこづる　字鏡に譖ﾊ讒也志己豆（ｼｺﾂﾞ）とあり （下 03 オ）
< 多行下二段 >
15. あわつる　字鏡に惶急阿和豆（ｱﾜﾂ）とあり （下 04 オ）
16. ゆづる　　字鏡に煠ﾊ以菜入湯云々奈由豆（ﾅﾕﾂ）とあり （下 04 オ）
< 波行四段 >
17. あがふ　　字鏡に安賀布（ｱｶﾞﾌ）などあり （下 09 ウ）
18. てらふ　　又字鏡にてらはすともあり （下 13 オ）
19. もらふ　　字鏡に餬寄食也毛良比（ﾓﾗﾋ）波无と見えたり （下 14 ウ）
< 波行中二段 >
20. こぶる　　字鏡に媚ﾊ古夫（ｺﾌﾞ） （下 17 ウ）
< 麻行四段 >
21. しわむ　　字鏡に酢を於毛氐志和牟（ｼﾜﾑ）などあり （下 27 ウ）
< 也行下二段 >
22. つひゆる　字鏡に瘠豆比由（ﾂﾋﾕ）とあり （下 35 オ）
< 羅行四段 >
23. あなくる　又字鏡に 阿奈久留 （下 40 ウ）
24. あぶる　　字鏡に焚阿夫留 （下 40 ウ）
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25. おぎのる　字鏡に賖於支乃利 （下 41 オ）
26. くさる　　字鏡に ﾊ伊比久佐禮利（ｲﾋｸｻﾚﾘ）と見えたり （下 42 オ）
27. つゞしる　字鏡に ﾊ左加奈豆々志留と見えたり （下 43 ウ）
28. つはる　　字鏡に ﾊ孕始兆也豆波利乃登支 （下 43 ウ）
29. にじる　　字鏡に蹹ﾊ不弥尓志留と見えたり （下 44 オ）
30. ねぶる　　字鏡に舚ﾊ弥夫留とあり 下 44 オ）
< 羅行下二段 >
31. あざるゝ　字鏡に ﾊ魚肉爛也阿佐礼太利とあり （下 49 ウ）
< 和行下二段 >










































































35. 常云　字鏡　万志呂久　（330 23） 〔→ 09．まじろく〕
< 第壱の巻 >　
36. ゑがく 24　字鏡ニ　嚬呻ヲ惠奈久　　（356） 〔→ 10．ゑなぐ〕




39. 新撰字鏡　讒　与己須　　（396・頭書） 〔→ 13．よこす〕
< 第三巻 >




41. 字鏡ニ　 　贖也　阿加不　　（403・頭書） 〔→ 17．あがふ〕
< 第六の巻 >
42. 常云　字鏡　焚　炙　燌　阿夫留　　（449・頭書） 〔→ 24．あぶる〕







上記 11 例中，「37. 新撰字鏡 足奈戸久馬」「38. 新撰字鏡ニ愶 ヲ於比也須トモヨメリ」
「39. 新撰字鏡讒与己須」「43. 字鏡ニ賖於支乃利」「44. 字鏡ニ瘠ヲ豆比由トヨメリ」の条文
に関し『詞八衢』の証例を導くことが可能である。また「42. 字鏡焚炙燌阿夫留」に関し『詞
八衢』証例において「炙燌」は不記載であるが「焚阿夫留」を導くことは可能である。し
かし「41. 字鏡ニ 贖也阿加不」について「 贖也」が不記載であることは「41」と同様
であるが，「あがふ」に対する万葉仮名表記に相違があることから直接的な関係に疑問が
残るところである。また「35. 字鏡万志呂久」「36. 字鏡ニ嚬呻ヲ惠奈久」「40. 譛志己豆」
からは『詞八衢』証例にある漢文注の内容を，「45. 新撰字鏡に愶を於比也須とよめる」か
らは掲出字である「 」を導くことが不可能である。つまり『詞八衢』において『新撰字











































































































〔付記〕本稿は韓国日本語学会第 36 回国際学術発表大会（2017 年 9 月 23 日（於：白石芸
術大学校（ソウル））における発表をもとに加筆・修正したものである。
